
⑩
令和３年４月１日現在

人

％

％

％

１㎡あたりｺｽﾄ
（指定管理支出計／延床面積） 25,577 円

府負担コスト
（令和２年度）

利用者１人あたりｺｽﾄ
（府支出額／利用者数） 57 円 府負担割合

（府支出額／収入総額）

主な代替・類似施設 －

今後５年以内の建替
え、耐震補強、大規模

修繕等
必要性（　有　無　）

内容・見込額
　　　　　（単位：百万円）

ウッドデッキの改修（１）

建替え等の
実施時期（見込）

　　　­　　　年頃
内容・見込額

　　　　　（単位：百万円）
­

コ
ス
ト
負
担

              89.6 ％

延床面積コスト
（令和２年度）

人

R２年度 161,253 人
利用率

算出方法
利用日数÷開館日数

利用者の特徴

地域性 観光客・地域にお住まいの方 年齢層 全年齢層

用途 ほっとはあと製品の購入及び休憩
その他

（時期等）
春・秋が最も多い

施設建設時の財源内訳
（単位：千円）

建設費　　　　136,500　　千円
（うち府費－千円、国庫補助－千円）
※（財）日本宝くじ協会助成金

利
用
状
況

利用者数

H28年度 451,669 人 ピーク時 平成 29 年度 479,631

H29年度 479,631 人
主要設備
利用率

（令和２年度）
H30年度 456,082 人

アンテナショップコーナー 55

R元年度 352,487

1 0 1 0 0

うち府派遣 0 0 0 0 0

計 6 0 1 5 0

2,200

備　　　　　　考
※ほっとはあと製品の売上額の１０％が収入となる。
　なお、Ｒ３年度から、２０％へ変更。

人員配置
（単位：人）

役職員数

計 正職員 嘱託職員 臨時職員 その他（       ）

収 支 1,616 1,605 1,639 1,538 1,178

非常勤 5 0 0 5 0

常勤

1,616 1,605 1,639 1,538 1,178 2,200

2,200

利用料金収入 0 0 0 0 0 0

そ の 他 収 入

収 入 合 計 1,616 1,605 1,639 1,538 1,178

人 件 費 0 0 0 0

備　　　　　　考
※H30年　企業からの寄付金受入（1,321千円）により、その他収入増。
※R２年　持続化給付金（1,000千円）により、その他収入増。

自
主
事
業

支 出 合 計 0 0 0 0 0 0

0 0

物 件 費 0 0 0 0 0 0

9,143

収 支 0 0 0 0 0 0

府 支 出 額
（ 一 般 財 源 ）

9,778 9,778 9,400 9,143 9,143

0

そ の 他 収 入 687 633 2,404 849 1,059 945

利用料金収入 0 0 0 0 0

5,620

4,468

収 入 合 計 10,465 10,411 11,804 9,992 10,202 10,088

物 件 費 4,539 4,874 6,403 4,491 4,299

収
支
と
人
員
配
置

収支実績
（単位：千円）

年度 H28 H29 H30 R元 R２ R３予算

指
定
管
理

（
施
設
運
営

）
業
務

支　出　合　計 10,465 10,411 11,804 9,992 10,202 10,088

人 件 費 5,926 5,537 5,401 5,501 5,903

営業時間・営業日
営業
時間

10:00～17:00
（秋の行楽シーズン及び花灯路の期間は延長あり）

休館日 火曜日・年末年始

指定管理者制度の
導入施設の場合、

その管理者

　NPO法人 京都ほっとはあとセンター（普通財産無償貸付）

貸付期間 平成29年４月１日～令和４年３月31日 所在地 京都市中京区竹屋町通烏丸東入ル清水町375 ハートピア京都7階

選定方法 単独指定 業 　種 ＮＰＯ法人（保健、医療、福祉）

398.88 ㎡

交通アクセス
JR山陰本線　嵯峨嵐山駅から徒歩10分
京福電鉄　　　嵐山駅から徒歩3分

貸ギャラリー １日3,000円

アンテナショップコーナー 売上金額の10％または1日3,000円

名産品・ふるさと産品見本展示コーナー －

ギャラリー 17

府 民 利 用 施 設 調 書

施設名 ぶらり嵐山

施
設
概
要

所  在  地 京都市右京区嵯峨天龍寺北造路町18－１ 設置年度 平成13年度

設置目的

その他

有数の観光名所「嵐山」を訪れる多くの人々が高齢者や障害のある方の手づくり作品との出会いなどを通じて、ふれあ
いと交流を図るとともに、高齢者や障害のある方の社会参加の促進に資する。

経過
元衆議院議員（故）前尾繁三郎氏の親族より同氏居宅及び敷地の寄附を受け、H18年から特定非営利活動法人京都
ほっとはあとセンターに無償貸付。

施設機能

主　要　設　備 主な利用料金（条例上限額）

ほっとはあと（授産）製品販売・展示コーナー －

施設構造種別 木造 延床面積


